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稲
　
賀
　
繁
　
美

一
．

二
〇
二
二
年
の
暮
れ
に
没
し
た
磯
崎
新
に
は
、
ク
ラ
コ
フ
の
マ
ン
ガ
・

セ
ン
タ
ー
も
知
ら
れ
る
。
ヴ
ィ
ス
ワ
川
の
断
崖
の
頂
き
に
佇
立
す
る
国
王

の
古
城
か
ら
見
下
ろ
す
対
岸
の
砂
州
の
川
岸
に
位
置
す
る
。
ア
ン
ジ
ェ
・

ワ
イ
ダ
が
京
都
賞
受
賞
の
賞
金
を
投
じ
た
文
化
施
設
で
あ
り
、
ス
ピ
ル

バ
ー
グ
の
映
画
で
著
名
な
シ
ン
ド
ラ
ー
の
工
場
も
、
す
ぐ
そ
の
背
後
の
ユ

ダ
ヤ
人
地
区
の
一
角
に
控
え
、
敷
設
さ
れ
た
鉄
道
か
ら
は
絶
滅
収
容
所
に

向
け
て
列
車
が
発
進
し
た
。
シ
ン
ド
ラ
ー
の
工
場
は
近
年
現
代
美
術
館
に

衣
装
替
え
し
た
が
、
マ
ン
ガ
・
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
趣
味
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
、
マ
ン
ガ
・
ヤ
シ
ェ
ン
ス
キ
の
収
集
物
を
母
体
と
す
る
。

日
本
の
屏
風
に
関
す
る
編
著
の
書
評
冒
頭
で
マ
ン
ガ
・
セ
ン
タ
ー
に
言

及
し
た
の
は
、
他
で
も
な
い
。
そ
の
展
示
室
の
壁
が
屏
風
仕
立
て
に
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
九
〇
度
の
折
曲
が
っ
た
蛇
腹
状
の
壁
に
過
ぎ
な
い

が
、
鑑
賞
者
が
歩
を
す
す
め
る
に
つ
れ
、
ひ
と
つ
角
を
越
え
る
と
、
そ
れ

ま
で
予
期
し
な
か
っ
た
光
景
が
広
が
り
、
振
り
返
る
と
そ
れ
ま
で
鑑
賞
し

て
き
た
作
品
が
不
意
に
視
野
か
ら
消
滅
す
る
。
こ
の
折
れ
曲
が
っ
た
壁
は

裏
表
を
な
す
。
そ
の
た
め
、
両
側
を
屏
風
に
挟
ま
れ
た
中
央
の
展
示
場
と
、

そ
の
背
後
に
、
楕
円
形
の
建
物
外
壁
の
接
す
る
裏
側
の
展
示
場
と
、
お
お

き
く
三
つ
の
区
画
が
截
然
と
個
性
を
発
揮
す
る
。
そ
の
一
方
で
導
線
そ
の

も
の
は
、
き
わ
め
て
明
快
に
鑑
賞
者
を
導
く
。
平
た
い
二
階
建
て
の
上
階

の
テ
ラ
ス
も
、
川
面
と
、
対
岸
に
聳
え
る
岩
壁
の
「
屏
風
」
を
巧
み
に
計

算
に
い
れ
た
設
計
が
、
劇
的
な
眺
望
を
約
束
す
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
書
籍
の
編
者A

n
n
e-M
arie C

h
ristin

と
、
こ
の

磯
崎
の
建
築
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
評

者
に
は
記
憶
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
二
〇
一
三
年
、
評

者
が
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
招
か
れ
て
、
日
本
建
築
の
空
間
組

織
に
つ
い
て
連
続
公
演
し
た
折
だ
っ
た
は
ず
。
そ
の
翌
年
に
編
者
は
予
期

せ
ぬ
病
で
没
し
、
刊
行
予
定
だ
っ
た
本
書
は
紆
余
曲
折
を
経
て
、
昨
年
上

梓
さ
れ
た
。
だ
が
な
ぜ
『
比
較
文
学
』
の
学
会
誌
に
「
屏
風
」
と
い
う
美

術
史
領
域
の
話
題
を
扱
っ
た
書
物
の
書
評
を
掲
載
す
る
の
か
。
ま
ず
編
者
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は
当
時
の
パ
リ
第
七
大
学
でC

en
tre d

' É
tu
de de l ' É

critu
re et de 

l ' im
ag
e

を
長
ら
く
主
催
し
た
。
文
字
と
映
像
と
は
欧
米
で
は
伝
統
的
に

別
個
の
専
門
学
術
領
域
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
支
配
的
だ
っ
た
が
、
そ

れ
を
打
破
し
よ
う
と
の
目
論
見
で
あ
り
、
そ
の
探
究
で
と
り
わ
け
ク
リ
ス

タ
ン
が
注
目
し
た
の
が
、
東
ア
ジ
ア
、
な
か
で
も
日
本
の
文
化
だ
っ
た
。

博
士
論
文
で
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
を
取
り
上
げ
、
文
筆
と
絵

画
と
の
相
互
関
係
に
記
号
学
の
視
点
か
ら
取
り
組
ん
だ
ク
リ
ス
タ
ン
は
、

マ
ラ
ル
メ
ら
の
視
覚
詩
に
も
関
心
を
向
け
た
が
、
そ
の
探
究
の
到
達
点

が
、
と
り
わ
け
日
本
で
特
異
な
展
開
を
見
せ
た
屏
風
だ
っ
た
。
多
領
域
に

跨
る
研
究
者
に
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
に
長
け
て
い
た
編
者
は
、
自
ら
は

日
本
語
に
堪
能
な japon

olog
u
e 

で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
編

著
に
理
想
的
と
い
え
る
国
際
的
な
執
筆
陣
を
揃
え
て
い
る
。
中
途
で
一
旦

挫
折
し
た
に
等
し
い
こ
の
企
画
を
実
現
に
導
い
た
に
つ
い
て
は
、
お
ふ
た

り
の
編
者
に
加
え
て
、
執
筆
協
力
者
各
位
の
尽
力
と
熱
意
を
多
と
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。

二
．

副
題
の
「
雲
の
切
れ
間
か
ら
」
は
去
来
の
言
葉
に
由
来
す
る
。
そ
れ
を

枕
と
し
た
編
者
の
序
言
で
は
俵
屋
宗
達
が
『
源
氏
物
語
』
か
ら
取
材
し
た

《
関
屋
澪
標
屏
風
》
へ
の
関
心
が
表
明
さ
れ
る
。
お
よ
そ
構
築
的
な
構
図

は
な
く
、
横
長
に
流
れ
る
緑
の
山
容
（
右
隻
）
と
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
か
の

よ
う
な
随
身
た
ち
の
列
（
左
隻
）
に
は
、
物
語
の
主
人
公
た
ち
の
姿
す
ら

描
か
れ
ず
、
不
可
視
の
ま
ま
。
右
隻
の
「
関
屋
」
で
は
、
光
源
氏
も
空
蝉

も
、
逢
坂
の
関
で
偶
然
に
出
会
っ
た
ふ
た
つ
の
牛
車
の
な
か
、
御
簾
の
背

後
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
左
隻
の
住
吉
神
社
で
も
、
明
石
の
上
は
海
上

の
船
の
中
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
屏
風
の
画
面
は
、
物
語
に
よ

る
絵
解
き
か
ら
は
距
離
を
取
り
、
ひ
た
す
ら
緑
青
と
金
泥
、
さ
ら
に
は
胡

粉
に
よ
る
海
浜
の
湾
曲
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
色
斑
の
装
飾
性
が
そ
れ
自
体

表
現
性
を
発
揮
す
る
と
は
、
マ
テ
ィ
ス
が
日
本
の
彩
色
版
画
か
ら
得
た
教

訓
と
し
て
回
想
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
を
引
用
す
る
ク
リ
ス
タ
ン
は
、

宗
達
の
意
匠
に
本
阿
弥
光
悦
が
書
を
重
ね
書
き
し
た
《
鶴
》
の
書
画
融
合

に
も
、
久
し
く
魅
了
さ
れ
て
い
た
。
源
氏
物
語
の
異
な
る
場
面
を
並
列
す

る
屏
風
に
は
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
相
互
の
意
想
外
な
連
関
を
示
唆
す
る

仕
掛
け
も
あ
る
。
ク
リ
ス
タ
ン
は
狩
野
永
徳
に
帰
さ
れ
る
《
須
磨
橋
姫
》

（
十
六
世
紀
末
、
三
の
丸
尚
蔵
館
）
に
そ
の
顕
著
な
例
を
見
出
す
。
左
隻

「
須
磨
」
の
左
端
で
琴
を
引
く
源
氏
と
、
そ
の
源
氏
の
没
後
、
右
隻
「
橋
姫
」

右
端
で
琴
を
奏
で
る
八
の
宮
の
娘
た
ち
。
左
右
の
視
点
の
交
錯
か
ら
、
宇

治
十
帖
冒
頭
に
隠
さ
れ
た
結
構
、
そ
の
揺
蕩
う
多
義
性
が
、
屏
風
絵
の
屈

曲
し
た
顕
密
の
立
体
構
成
を
手
が
か
り
に
、
解
読
さ
れ
て
ゆ
く
。

い
っ
た
い
フ
ラ
ン
ス
の
美
的
感
覚
は
、
な
ぜ
異
様
な
ま
で
に
琳
派
に
感

応
す
る
の
か
。
そ
れ
は
初
期
の
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
の
光
琳
称
賛
以
来
の
謎
と

い
っ
て
も
よ
く
、
そ
こ
に
は
（
当
時
の
意
味
で
の
）
極
東
の
印
象
主
義
と

22比較文学65-書評_稲賀.indd   10422比較文学65-書評_稲賀.indd   104 2023/03/09   10:21:062023/03/09   10:21:06



105

書　　評

柔
和
な
装
飾
性
へ
の
陶
酔
と
が
不
可
分
に
融
合
し
、
そ
れ
が
世
紀
末
の
装

飾
美
術
復
権
を
先
導
し
、
晩
年
の
モ
ネ
の
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
睡
蓮
壁
画
連

作
に
ま
で
揺
曳
を
み
せ
る
。
モ
ネ
は
「
断
片
で
全
体
を
示
唆
」
す
る
日
本

美
学
に
学
ん
だ
旨
の
証
言
を
残
す
が
、
こ
れ
も
あ
る
い
は
屏
風
鑑
賞
の
体

験
で
は
な
い
か
と
、
ク
リ
ス
タ
ン
は
想
像
を
逞
し
く
す
る
。
イ
ー
ゼ
ル
絵

画
か
ら
の
解
放
を
叫
ん
だ
世
紀
末
ナ
ビ
派
、
ピ
エ
ー
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の

《
乳
母
の
散
歩
》（
一
八
九
七
）
や
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
の
《
鳩
の
屏
風
》

（
一
八
九
六
頃
）
に
は
、
平
面
で
は
な
く
縦
長
に
曲
折
す
る
板
絵
に
よ
る

画
面
の
意
図
的
な
切
断
、
隠
蔽
と
顕
示
の
綾
、
鑑
賞
者
の
視
点
の
移
動
に

と
も
な
う
光
景
の
変
転
が
、
早
く
も
計
算
さ
れ
て
い
る
。
ク
リ
ス
タ
ン
は

同
様
の
折
込
に
よ
る
見
え
隠
れ
を
、
扇
子
の
扇
面
に
も
見
出
す
。
マ
ラ
ル

メ
が
娘
の
た
め
に
詩
句
を
記
し
た
扇
は
、
開
閉
の
動
作
を
織
り
込
ん
だ
意

匠
。
偶
然
性
の
契
機
を
鑑
賞
の
趣
向
に
取
り
込
む
そ
の
仕
組
み
に
、「
骰

子
一
擲
」U

n
 cou

p de dés jam
ais n

' ou
blira le h

asard 

に
通

じ
る
世
界
を
見
よ
う
と
す
る
―
―
そ
う
し
た
関
心
そ
の
も
の
が
世
紀
末
の

日
本
趣
味
以
来
の
感
性
の
遺
伝
継
承
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
彼
女
は
敢

え
て
否
定
し
よ
う
と
も
し
な
い
。

日
本
敗
戦
後
の
講
和
会
議
の
お
り
、
日
本
古
美
術
展
が
北
米
各
地
に
巡

回
し
た
。
そ
れ
に
立
ち
会
っ
た
矢
代
幸
雄
は
、
屏
風
を
屈
曲
し
た
状
態
で

立
て
る
展
示
敷
設
が
な
い
た
め
、
平
面
に
展
開
し
紐
で
宙
吊
り
に
し
て
壁

面
に
掲
げ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
欧
州
古
典
の
傑
作
に
比
し
て

遜
色
な
く
、
円
山
応
挙
の
西
洋
風
陰
影
法
を
駆
使
し
た
《
雪
中
松
図
屏
風
》

は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
夫
妻
と
一
緒
に
写
真
に
収
ま
り
、
長
谷
川

等
伯
の
《
松
林
図
》
に
至
っ
て
は
、
単
色
の
墨
筆
、
霧
に
霞
む
幽
玄
の
美

が
、
続
く
欧
州
巡
回
で
も
圧
倒
的
な
称
賛
を
勝
ち
得
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
う
矢
代
は
日
本
美
術
の
自
画
自
賛
を
憚
ら
な
い
。
だ
が
等
伯
の
こ
の
作

品
の
場
合
、
屈
曲
し
た
画
面
に
右
側
か
ら
接
近
す
る
こ
と
で
、
墨
の
強
弱

が
遠
近
や
霧
の
濃
淡
に
応
じ
て
変
幻
自
在
の
筆
致
を
見
せ
る
妙
味
を
見
落

と
す
の
は
惜
し
か
ろ
う
。
橋
本
治
は
、
そ
こ
に
ジ
ャ
ズ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

即
興
性
を
捉
え
て
い
た
。
欧
米
の
画
集
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
多
く
の
美

術
全
集
で
も
、
屏
風
が
平
面
に
伸
展
さ
れ
た
状
態
の
正
面
撮
影
ば
か
り
掲

載
さ
れ
る
こ
と
に
、
強
い
違
和
感
を
表
明
し
て
い
る
研
究
者
に
、
マ
ン
ガ

専
門
家
の Jacqu

lin
e B
eru
n
dt 

が
い
る
。
彼
女
が
本
編
著
に
参
加
し

て
い
れ
ば
、
い
か
な
る
爆
弾
発
言
が
聞
け
た
だ
ろ
う
か
？
本
書
に
は
狩
野

永
徳
、
上
杉
本
《
洛
中
洛
外
図
》（
一
五
六
五
）
が
立
体
的
に
設
え
ら
れ

た
情
景
も
収
録
さ
れ
（39- ab

）、
そ
の
奥
行
き
あ
る
魅
惑
を
、
如
実
に

実
感
さ
せ
る
。

三
．

中
国
で
は
巻
物
も
屏
風
も
複
数
独
立
の
画
面
を
編
集
す
る
性
格
が
支
配

的
で
あ
り
、
そ
れ
は
欧
州
の ban

de dessin
ée 

に
も
受
け
継
が
れ
る
強

固
な
枠
組
み
意
識
に
通
じ
る
。
左
右
対
称
の
重
視
も
シ
ノ
ワ
ズ
リ
ー
経
由
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で
ロ
コ
コ
の
室
内
装
飾
に
移
入
さ
れ
、
そ
こ
で
は
日
本
由
来
の
屏
風
も
曲

ご
と
に
分
離
さ
れ
て
再
配
置
さ
れ
た
例
が
知
ら
れ
る
（
グ
ラ
ー
ツ
、
エ
ッ

ゲ
ン
ベ
ル
ク
宮
廷
内
装
）。
だ
が
日
本
で
発
達
し
た
絵
巻
や
屏
風
で
は
、

記
号
学
的
に
、
枠
の
消
去
と
画
面
読
解
の
方
向
性
が
問
題
と
な
る
。
先
述

の
矢
代
幸
雄
が
戦
前
期
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
や
ロ
ン
ド
ン
で
の
英
語
講
演
で

指
摘
し
た
事
実
だ
が
、
絵
巻
で
は
右
か
ら
左
へ
の
連
辞
が
慣
習
で
あ
り
、

欧
米
で
の
読
画
慣
習
と
は
逆
流
す
る
。
巨
大
な
《
大
阪
夏
の
陣
》
屏
風
で

も
、
右
隻
が
落
城
前
、
左
隻
は
落
城
後
の
避
難
者
の
混
乱
と
凄
惨
な
殺
戮

を
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
多
数
制
作
さ
れ
た
《
南
蛮
屏
風
》
で
も
、
舶
来

の
帆
船
は
左
か
ら
到
来
し
、
日
本
側
は
右
側
か
ら
異
人
た
ち
の
行
状
を
観

察
す
る
の
が
通
例
と
な
る
。
さ
ら
に
明
治
期
に
は
、
百
鬼
夜
行
絵
巻
の
系

譜
を
踏
襲
改
変
し
た
河
鍋
暁
斎
は
、
日
の
出
と
な
る
と
退
散
す
る
妖
怪
ど

も
の
習
性
を
加
味
し
た
「
火
の
玉
」
で
、
彼
ら
の
右
往
左
往
を
自
在
に
制

御
す
る
。

他
方
、
漱
石
の
「
虞
美
人
草
」（
一
九
〇
七
）、
高
村
光
太
郎
の
「
智
恵

子
抄
」（
一
九
四
一
）
を
引
い
て
寺
田
寅
彦
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
屏
風

の
場
合
、
葬
送
儀
礼
で
は
上
下
も
転
倒
し
て
配
置
さ
れ
る
。
ラ
イ
デ
ン
の

シ
ー
ボ
ル
ト
収
集
に
は
川
原
慶
賀
が
画
中
画
と
し
て
逆
さ
屏
風
を
描
い
て

い
る
が
、
酒
井
抱
一
の
《
秋
草
図
屏
風
》
も
示
す
と
お
り
、
そ
こ
に
は
表

裏
の
関
係
も
加
算
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
宗
達
起
源
の
《
風
神
雷
神
》
の

光
琳
模
本
の
金
屏
風
の
裏
に
、
酒
井
抱
一
の
銀
地
―
玉
蟲
敏
子
の
言
う

「
死
」
の
気
配
―
の
秋
草
が
配
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
宗
達
の
《
風
神
雷
神
》

も
元
来
、
角
倉
素
庵
の
追
善
目
的
だ
っ
た
の
で
は
と
の
仮
説
（
林
進
氏
）

も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
に
意
味
不
明
の
お
お
き
な
空
白
が
残

る
。
そ
れ
は
棺
を
置
く
場
所
を
確
保
す
る
余
白
だ
っ
た
の
で
は
、
と
の
推

論
だ
が
、
こ
れ
は
逆
さ
屏
風
と
し
て
も
妥
当
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
　

さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
い
る
と
、
印
刷
文
化
の
隆
盛
と
と
も
に
、
折
本

や
衣
装
の
雛
形
本
で
も
、
画
中
画
と
し
て
描
か
れ
た
屏
風
と
、
木
版
組
版

の
配
置
と
に
、
物
語
の
趣
向
を
上
乗
せ
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
屏
風
の
背
後
に
隠
れ
た
人
物
の
正
体
が
、
屏
風
に
画
中
画
と
し
て
密

か
に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
の
に
、
屏
風
の
前
の
男
女
は
そ
れ
に
気
づ
か
ず

酒
宴
に
歓
を
尽
く
し
て
い
る
（M

arian
n
e S
im
on
-O
ikaw

a

「
絵
入
本

の
襞
の
な
か
に
」
）。
あ
る
い
は
安
村
敏
信
の
読
解
に
よ
れ
ば
、
葛
飾
北

斎
の
《
鳳
凰
》
屏
風
の
不
死
鳥
の
眼
は
、
そ
の
前
で
展
開
さ
れ
る
媾
合
を

冷
徹
に
窃
視
し
て
お
り
、
同
じ
北
斎
肉
筆
の
扇
子
も
、
開
き
具
合
で
多
様

な
画
面
へ
と
変
貌
す
る
。
―
―
隠
蔽
と
露
顕
と
の
遊
戯
は
、「
留
守
模
様
」、

「
誰
が
袖
図
屏
風
」
や
「
扇
面
屏
風
」
さ
ら
に
は
「
貼
り
雑
ぜ
」
の
趣
向

な
ど
で
、
和
歌
か
ら
狂
歌
連
発
注
の
「
摺
物
」
へ
も
波
及
し
て
、
絵
画
と

文
字
と
が
渾
然
と
な
る
詩
的
世
界
に
展
開
す
る
。
そ
う
し
た
日
本
詩
歌
の

伝
統
の
詳
細
を
、
一
般
向
き
の
読
者
に
も
理
解
可
能
な
解
説
と
詩
文
翻
訳

の
挿
入
に
よ
り
、
本
書
は
縦
横
に
説
い
て
い
る
。
日
本
人
研
究
者
の
論
説

も
、
翻
訳
に
あ
り
が
ち
な
無
味
乾
燥
を
免
れ
、
個
性
溢
れ
る
文
体
が
生
か
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さ
れ
て
い
る
。

四
．

終
章
で
日
本
趣
味
を
論
じ
る G

en
ev
ièv
e L
acam

bre 

は
フ
ラ
ン
ス

で
個
人
蔵
の
国
貞
・
二
代
広
重
合
作
の
観
音
霊
験
記
か
ら
《
西
国
巡
礼
》

の
折
本
仕
立
て
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
同
様
の
「
ア
コ
ー
デ
オ
ン
式
」
の

「
貼
り
合
わ
せ
帖
」
こ
そ
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
が
仲
間

た
ち
を
誘
っ
て
ア
ル
ル
の
「
黄
色
の
家
」
に
藝
術
家
共
同
体
設
立
を
構
想

し
た
際
に
提
案
し
た
「
画
帳
」
の
趣
向
に
他
な
ら
な
い
。
一
九
二
〇
年
代

に
は
菅
原
精
造
が
ア
イ
リ
ー
ン
・
グ
レ
イ
や
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
と
ア
ー

ル
・
デ
コ
の
漆
屏
風
を
考
案
す
る
が
、
こ
こ
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
と
の
交
流

も
加
わ
る
。
一
九
八
〇
年
代
、『
前
衛
の
日
本
』
展
準
備
中
の
パ
リ
の
ポ

ン
ピ
ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
事
務
階
で
は
、
個
室
を
廃
し
て
、
屏
風
の

仕
切
り
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
座
れ
ば
互
い
に
邪
魔
に
な
ら
ず
、
立
て
ば

容
易
に
会
話
で
き
る
よ
う
な
機
能
性
追
求
の Japon

ism
e 

で
あ
る
。

本
書
巻
末
に
は
、
小
林
康
夫
に
よ
る
佐
伯
祐
三
論
が
据
え
ら
れ
て
い

る
。
肺
結
核
を
抱
え
な
が
ら
パ
リ
の
場
末
の
壁
の
な
か
ば
剥
げ
落
ち
た
広

告
の
文
字
を
、
墨
蹟
を
思
わ
せ
る
筆
致
で
画
面
へ
と
移
し
つ
つ
夭
折
し
た

佐
伯
。
そ
れ
を
小
林
は
、
も
は
や
油
彩
絵
画
で
は
な
く
、
墨
に
よ
る
「
生

命
の
筆
跡
」écritu

re de la v
ie 

だ
と
語
る
。
も
は
や
毛
筆
に
よ
る
塗

装
で
は
な
く
、
書
と
し
て
の
油
彩
な
の
だ
、
と
。
そ
の
佐
伯
が
最
後
に
遺

し
た
閉
じ
た
《
扉
》
か
ら
は
闇
の
寂
光
が
漏
れ
て
く
る
。
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ

シ
ャ
ン
の
《
遺
作
》
の
扉
を
も
連
想
さ
せ
る
が
、
小
林
は
そ
こ
に
フ
ラ
ン

ツ
・
カ
フ
カ
『
掟
の
前
で
』
に
通
じ
る
「
法
の
則
を
跨
ぎ
越
そ
う
」
と
す

る
意
思
を
垣
間
見
る
。
屏
風
と
い
う
敷
居
も
ま
た
、
閉
鎖
と
開
示
と
の
不

確
か
な
同
時
性
・
両
義
性
の
裡
に
、
絵
画
と
文
字
と
の
反
発
、im

ag
e 

と écritu
re 

と
を
分
か
つ
結
界
を
脱
し
た
筆
法
の
繁
殖
を
も
許
す
「
雲

の
切
れ
間
」、
越
境
性
あ
る
藝
術
表
現
へ
の
「
前
衛
的
」
な
「
閉
じ
ら
れ

た
通
い
路
」
だ
っ
た
。
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